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常任委員会の活動

常任委員会の活動

あ
が
の
市
民
活
動
補
助
金
の
活
用
状
況
に
つ

い
て

　

あ
が
の
市
民
活
動
補
助
事
業
は
、
市
民
と
行
政
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
地
域
で
抱
え

る
社
会
的
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
市
民
団

体
、
地
域
団
体
等
が
行
う
公
益
的
な
事
業
を
支
援
す
る

目
的
で
平
成
25
年
度
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
団
体
が
取

り
組
む
事
業
の
拡
大
や
新
た
な
事
業
の
き
っ
か
け
づ
く

り
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
は
予
算
額
50

万
円
、
交
付
決
定
が
６
件
50
万
円
、
平
成
26
年
度
は
10

月
末
現
在
、
予
算
額
５
０
０
万
円
、
交
付
決
定
が
９
件

87
万
8
０
０
０
円
で
す
。

　

委
員
か
ら
は
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
よ
い
事
業

と
思
う
。
今
年
度
の
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
な
の
か
。

団
体
の
お
金
の
使
い
方
を
ど
う
こ
う
言
う
わ
け
で
は
な

い
が
有
効
な
形
で
発
展
さ
せ
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
を

提
言
し
て
い
け
た
ら
い
い
。
ま
だ
２
年
目
の
事
業
な
の

で
も
う
少
し
様
子
を
見
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
、
担
当
課
と
し
て
も
予
算
額
と
申
請

団
体
の
比
率
の
格
差
は
事
業
推
進
の
反
省
課
題
で
、
次

回
実
施
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
や
呼
び
か
け
、
掘
り
起
こ
し
等

に
努
め
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

委
員
会
と
し
て
活
動
等
に
つ
い
て
注
視
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
３
月
定
例
会
ま
で
）

⑴
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

⑵
公
共
施
設
再
編
整
備
計
画
に
つ
い
て

秋
田
県
湯
沢
市　

地
域
包
括
ケ
ア
に
つ
い
て

　

湯
沢
市
で
は
、
少
家
族
化
、
家
族
分
散
、
認
知
症
高

齢
者
の
増
加
に
よ
る
地
域
力
の
低
下
や
、
制
度
で
は
対

応
で
き
な
い
支
援
等
が
課
題
と
し
て
見
え
て
き
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
地
域
ケ
ア
会
議
の
活
用
に
よ
り
、
高
齢
者

が
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
で
支

え
る
仕
組
み
の
構
築
を
図
っ
て
い
ま
す
。
４
地
域
で
の

地
域
ケ
ア
会
議
、
全
体
会
議
と
し
て
の
地
域
ケ
ア
推
進

会
議
、
地
域
ケ
ア
個
別
会
議
の
３
つ
の
体
制
で
、
毎
月

１
回
会
議
を
開
催
（
個
別
会
議
は
必
要
に
応
じ
て
開

催
）
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
議
で
は
、
単
に
情
報

交
換
で
終
わ
ら
な
い
よ
う
、
発
言
や
課
題
共
有
の
た

め
、
会
議
録
の
様
式
は
統
一
し
て
い
ま
す
。
ケ
ア
会
議

の
活
用
で
今
後
の
課
題
も
見
え
、
第
６
期
介
護
保
険
事

業
計
画
の
資
料
に
も
繋
が
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
進
め
る
に
は
、
市
民
の

理
解
と
周
知
、
制
度
の
間
で
暮
ら
す
人
へ
の
抜
け
漏
れ

の
な
い
支
援
体
制
は
当
市
で
も
力
を
入
れ
る
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。

岩
手
県
久
慈
市　

自
殺
予
防
対
策
に
つ
い
て

　

久
慈
地
域
に
お
け
る
自
殺
対
策
は
、
岩
手
医
科
大
学

や
久
慈
保
健
所
の
指
導
、
協
力
の
も
と
で
、
人
づ
く

り
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
に
よ
り
効
果
的
な
自
殺
対

策
の
推
進
に
繋
げ
て
い
く
取
り
組
み
を
立
ち
上
げ
、
一

次
予
防
（
普
及
啓
発
・
地
域
づ
く
り
）、
二
次
予
防

（
早
期
発
見
支
援
・
相
談
体
制
の
整
備
）、
三
次
予
防

（
自
死
遺
族
支
援
）、
精
神
疾
患
へ
の
ア
プ
ロ
―
チ
、

職
域
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
連
絡
会
が
中
心
と
な
り
進
め
て
い
ま
す
。
早
く

か
ら
自
殺
対
策
に
取
り
組
ま
れ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制

の
充
実
、
地
域
住
民
へ
の
意
識
啓
発
の
普
及
、
健
康
意

識
の
向
上
、
地
域
で
の
支
え
合
い
意
識
の
向
上
に
よ
り

自
殺
死
亡
者
数
・
死
亡
率

が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

ど
の
取
り
組
み
に
あ
っ

て
も
、
地
域
の
力
、
人
と

人
と
の
支
え
合
い
に
お
け

る
人
の
力
を
再
認
識
し
、

久
慈
市
の
取
り
組
み
を
参

考
に
、
当
市
の
自
殺
予
防

に
取
り
組
ん
で
い
き
、
自

死
さ
れ
る
方
を
守
る
、
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
の
構
築

を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

平
成
2626
年
1111
月
1414
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
平
成
2626
年年
1111
月月
1414
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
包
括
ケ
ア
に
つ
い
て

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
要
介
護
状
態
に
な
っ

て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生

の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
、
介

護
、
予
防
、
住
ま
い
、
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
認
知
症
の
高
齢
者
の
増
加

や
単
身
高
齢
者
世
帯
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど
家
族

形
態
の
変
化
に
伴
い
、
医
療
と
介
護
の
連
携
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
２
０
２
５
年
を
め
ど
に
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
る
段
階
で
あ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
（
総
合
事
業
）
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
平

成
29
年
度
ま
で
と
猶
予
期
間
が
あ
る
。
市
と
し
て
の
考

え
方
を
論
議
し
、
具
体
化
し
て
説
明
し
て
ほ
し
い
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｃ
型
肝
炎
患
者
の
救
済
に
関
す
る
意
見
書
提

出
後
の
現
状

　

肝
炎
患
者
数
な
ど
市
で
は
把
握
で
き
な
い
状
況
に
あ

り
、
市
と
し
て
救
済
に
つ
い
て
の
予
算
化
は
難
し
い
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
現
在
県
の

肝
炎
対
策
事
業
制
度
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
検
査
費
用

や
交
通
費
の
一
部
助
成
制
度
が
あ
る
の
で
活
用
し
て
ほ

し
い
。
重
症
化
予
防
を
含
め
て
制
度
が
充
実
し
つ
つ
あ

る
の
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
個
人
情
報
の
問
題
も
あ
り
患
者
数
の

把
握
は
難
し
い
と
思
う
が
、
で
き
る
だ
け
状
況
把
握
に

努
め
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
３
月
定
例
会
ま
で
）

　

第
６
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

平
成
2626
年
1111
月
1515
〜
1717
日
に
先
進
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

日
に
先
進
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
平
成
2626
年年
1111
月月
1515
〜〜
1717
日
に
先
進
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

日
に
先
進
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

12
月
４
日
、
次
の
議
題
に
つ
い

て
担
当
課
が
報
告
し
、
質
疑
応
答

し
ま
し
た
。

① 

新
病
院
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

11
月
末
の
建
築
工
事
出
来
高
は

36
％
で
計
画
ど
お
り
に
進
捗
し
て

い
る
。
平
成
27
年
２
月
か
ら
は
、

工
事
の
進
捗
状
況
に
合
わ
せ
、
内

装
工
事
、
電
気
、
機
械
設
備
工
事

も
建
物
内
で
着
手
す
る
予
定
。

② 

労
務
単
価
変
更
に
伴
う
特
例
措

置
等
の
適
用
に
つ
い
て

　

国
土
交
通
省
は
、
請
負
契
約
の

イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
条
項
を
特
例

措
置
と
し
て
適
用
す
る
た
め
、
平

成
26
年
２
月
に
労
務
単
価
を
改
正

し
た
。
全
職
種
単
純
平
均
で
７
・

１
％
上
昇
し
た
た
め
旧
単
価
の
設

計
は
こ
の
２
月
単
価
に
置
き
換
え

る
こ
と
と
な
っ
た
。
残
工
期
２
か

月
以
上
の
工
事
が
対
象
で
残
工
事

費
の
１
％
ま
で
は
施
工
者
負
担
と

な
り
、
新
病
院
建
設
に
係
る
建
築

工
事
、
電
気
、
機
械
設
備
工
事
が

対
象
と
な
り
、
ス
ラ
イ
ド
額
は
７

６
０
０
万
円
程
度
と
な
っ
た
。

③ 

水
原
郷
病
院
の
現
状
に
つ
い
て

　

上
半
期
（
４
〜
９
月
）
の
収
支

状
況
（
実
績
）
は
、
３
４
０
１
万

１
千
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
る

が
、
非
常
勤
医
師
の
増
員
等
に
よ

り
、
外
来
患
者
数
の
増
加
と
地
域

包
括
ケ
ア
病
棟
の
開
設
で
、８
月
、

９
月
の
収
支
に
お
い
て
は
黒
字
と

な
り
、
赤
字
額
が
減
少
と
な
っ
た
。

　

委
員
か
ら
下
請
施
工
体
制
表
の

提
出
と
引
き
続
き
医
師
確
保
に
努

力
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

〈
そ
の
他
〉

市
民
講
座
の
開
催
に
つ
い
て

　
「
病
気
の
予
防
と
健
康
で
過
ご

す
た
め
の
ヒ
ン
ト
」
に
つ
い
て
、

水
原
郷
病
院
の
副
院
長
榎
本
先

生
、
産
婦
人
科
菖
蒲
川
先
生
、
内

科
風
間
先
生
よ
り
12
月
、
２
月
、

３
月
の
３
回
に
わ
た
り
講
演
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

新病院､地域医療に関する特別委員会の報告

動物とのふれあい活動動物とのふれあい活動

平
成
2626
年
1111
月
1111
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
平
成
2626
年年
1111
月月
1111
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

モデルルームモデルルーム 新病院建設工事の様子新病院建設工事の様子

久慈市の説明を受ける委員久慈市の説明を受ける委員


